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絶滅危惧種サギソウの無菌播種に挑戦しよ
う。成功すれば、3月下旬に緑化(発芽)し、秋
に球根が形成。その後は水苔で栽培します。

結 果
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実験の内容

初めてでもできるのか？

龍野高校では地域の生物多様性保全事業「生物多様性龍高プラン」を実施している。主な内容は、自生地の調査保全活動・栽培増殖技術の開発・地域
への啓発活動・成果の公開である。今回は絶滅危惧種の繁殖のため開発した技術をバイオテクノロジーの生徒実験に応用することを試みた。
従来の「無菌播種」や「ニンジンの組織培養」などのバイオ実験では高価なオートクレーブやクリーンベンチが必要である。 40名の生徒が50分の時間内
で無菌操作を体験するためには、農業高校など設備の整った学校でなければ実施困難である。今回は、絶滅危惧種サギソウなどの増殖技術として開発さ
れた、微酸性電解水添加培地を活用することで、授業可能なで無菌培養の生徒実験方法を開発した。

授業におけるバイオ実験

従来の「ニンジンのカルス形成」は授
業での生徒実験が困難。

背 景

培地の滅菌にオートクレーブが必要で、
滅菌時間・冷却時間が長い。

ニンジンの形成層の取り出しや置床に
クリーンベンチが必要で、生徒が同時に
作業できない。

目 的

オートクレーブやクリーンベンチを使わ
ずに微酸性電解水をもちいて、非耐熱性
培養容器や培地を滅菌し、組織培養実
験を可能とする。
植物体はキク花弁を使用する。

従来の実験：スチュワートの実験
ニンジンの形成層⇒カルス⇒再分化

引用 「ハイポネックス培地で行うニンジンの組織培養」 茨城県高等学校教育研究会生物部

準備物

微酸性電解水・チャック付きミニポリ袋・
スプレー・なべ・計量器具・培地(ゲル化

剤・ショ糖・ハイポネックス・植物ホルモン
(NAA KIN各1㎎/L))
植物体(種子や葉・花弁など)

手順

① 微酸性電解水（微酸水）を袋にスプ
レーして内部を滅菌する。
② 水に培地を入れ加熱しよく溶かす。
にゲル化剤を完全に溶かす。
③ 培地で容器の口を汚さないように、
培地を袋内に分注
④ 植物体を微酸水でしっかり滅菌する。

⑤ 培地が固まったら、微酸水で滅菌し
たピペットやピンセットを用いて花弁を置
床する。最後に微酸水を噴霧して密閉。
⑥ 直射日光のあたらない明るい室内の
壁面などを利用して管理。

実 験 方 法

目的 はじめて、実験する場合の成功率を調べる
もちろん、クリーンベンチは不使用。
培地は95％以上の製造成功率。
置床時のコンタミ率は50％以下を目指す。

※ 周囲でヒトの移動があるため目標値は低め

ほんまにできるバイオ実験
キク花弁⇒脱分化⇒カルス⇒再分化

花弁の置床と管理

培地の製造と分注 花弁の滅菌

花弁→脱分化→カルス→再分化→根 実験に熟練した部員だから成功するのでは？

ほんまにできるバイオ実験 in 大阪
2023.8.9 日本生物教育会

ほんまにできるバイオ実験 in 神戸
2023.11.11 兵庫県高等学校総合文化祭

コンタミの数
置床時 2/20
成功率 90％
管理中 3/20
最終成功率75％
カルス形成率100％

体験者数 25名
コンタミの数 11/25 置床成功率 14/25 56％
カルス形成率14/14 100％ 再分化率10/14 71.4％

やや成功率が低くなった理由として、ポスター発表
会場が混雑しており、10分の発表時間（3回）内の体
験実験のため説明不十分等のためか？
置床成功したもののうち71.4％が再分化(根)

オートクレーブ (加熱滅菌) クリーンベンチ （無菌操作）

移植しない場合の再
分化について、再現
性は未確認


